
実
習
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

実
習
に
来
て
感
じ
た
こ
と
は
？

実
地
研
修
施
設
の
受
け
入
れ
担
当
者
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

実
地
研
修
再
開
で
施
設
に
変
化
は
？

● 実地研修施設１施設が合格 ● 看護師向け研修 初開催＜２面＞
＜２面＞● 外国人介護人材マッチングイベント

＜２面＞
● 研修トピックス ＜２面＞

● 介護保険委員会 ＜ 2 面＞
＜３面＞● 施設紹介（玄海園・佐賀県）

●
実
務
者
研
修
分
校

　
開
校
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
　
決
定

７
月
５
日
、「
第
１
回
介
護
大
学
校

分
校
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
Z
o
o
m
で

開
催
し
、
第
１
期
募
集
で
分
校
と
な
っ

た
担
当
者
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
開
校
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
今
後
の

流
れ
な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
。

介
護
大
学
校
か
ら

開校月 分校（スクーリング会場）
１２月 しょうじゅの里三保サテライト（神奈川県）
１月 岐南仙寿うれし野（岐阜県）
２月 しょうじゅの里相模原（神奈川県）
３月 燦燦（岐阜県）
４月 しょうじゅの里三保サテライト（神奈川県）
６月 しょうじゅの里相模原（神奈川県）
８月 しょうじゅの里三保サテライト（神奈川県）
１０月 たまプラーザ看護学校（神奈川県）

●
実
務
者
研
修
　
10
月
1
日
か
ら
募
集

開
始9

月
中
旬
か
ら
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
チ

ラ
シ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
介

護
大
学
校
主
催
の
実
務
者
研
修
の
周
知

を
行
い
、
10
月
1
日
か
ら
募
集
開
始
の

予
定
で
す
。

実�

務
者
研
修　
座
学（
E
ラ
ー
ニ
ン
グ
）

と
８
日
間
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
（
介
護

過
程
Ⅲ
６
日
間
、
医
療
的
ケ
ア
２
日

間
）
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

介�

護
大
学
校
分
校　
㈱
推
進
協
が
実
施

す
る
「
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修
通

信
課
程
」
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
の
開
催

拠
点
の
こ
と
で
す
。

●
開
校
に
向
け
て
　
準
備
着
々

８
月
１
日
、
㈱
推
進
協
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（suishinkyoco.com

）
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、「
介
護
大
学
校
か
ら
」

の
記
事
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。

今
後
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
お
知
ら
せ
欄

で
実
務
者
研
修
の
進
捗
状
況
や
介
護
大

学
校
分
校
募
集
説
明
会
の
日
時
な
ど
、

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
開
校
ま
で
あ

と
４
カ
月
、
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な

が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

�

（
介
護
大
学
校
担
当
・
佐
藤
理
絵
）

2020年３月からコロナの影響で中断していたユニットリーダー研修実地研修。３５施設ある実地研修施設の
うち、1４施設が実習生の受け入れを７月から再開した。そこで実習を再開した２施設を訪問取材した。

▼
自
分
の
職
場
は
バ
タ
バ
タ
し
て
い

る
の
に
、
実
習
施
設
は
職
員
の
動
き

も
入
居
者
も
ゆ
っ
た
り
し
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。
食
事
介
助
も
一
人
ず

つ
目
線
を
合
わ
せ
て
対
応
し
て
い
ま

し
た
。

▼
自
施
設
は
職
員
都
合
で
決
め
て
い
る
こ
と
が

多
い
の
で
す
が
、
こ
こ
で
は
利
用
者
の
意
向
を

大
事
に
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
利
用
者
に

と
っ
て
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
の
よ
う

に
す
る
こ
と
の
大
事
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

▼
自
施
設
で
は
入
居
者
の
部
屋
の
扉
は
基
本
的

に
開
け
っ
放
し
で
す
。
従
来
型
と
ユ
ニ
ッ
ト
型

の
違
い
は
個
室
か
ど
う
か
だ
け
で
、
ケ
ア
の
方

法
な
ど
は
従
来
型
と
同
じ
で
す
。
実
習
に
来
る

ま
で
介
護
施
設
と
は
こ
の
よ
う
な
も
の
だ
と
思

っ
て
い
た
の
で
、
ま
さ
に
目
か
ら
ウ
ロ
コ
で
し

た
。

▼
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
の
配
慮
が
し

っ
か
り
し
て
い

る
と
感
じ
ま
し

た
。
ド
ア
を
ノ

ッ
ク
し
て
声
を

か
け
て
か
ら
入

室
す
る
こ
と

や
、
排
泄
支
援

を
わ
か
ら
な
い

う
ち
に
自
然
な

感
じ
で
済
ま
せ

て
い
る
こ
と
で

す
。

７月から再開　ユニットリーダー実地研修

ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
の
座
学
受

講
後
に
実
地
研
修
施
設
で
３
日
間
、
実

習
す
る
。
介
護
業
務
は
行
わ
ず
、
受
け

入
れ
施
設
が
実
地
研
修
施
設
に
な
る
ま

で
の
過
程
を
聞
い
た
り
、
ケ
ア
の
様
子

な
ど
を
見
学
し
、
受
け
入
れ
担
当
者
か

ら
助
言
を
も
ら
っ
た
り
、
受
け
入
れ
担

当
者
に
質
問
し
た
り
し
て
過
ご
す
。

早
番
、
日
勤
、
遅
番
の
シ
フ
ト
を
体

験
で
き
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
組
ま
れ
て

い
る
。
３
日
間
の
実
習
を
通
し
て
自
施

設
の
課
題
を
改
善
す
る
計
画
を
立
案

し
、
立
案
し
た
計
画
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

発
表
す
る
。

ユニッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
実
地
研
修

取
材
を
終
え
て

実
地
研
修
は
実
習
生
だ
け
で
な
く
、
受

け
入
れ
る
施
設
に
と
っ
て
も
学
び
の
場
、

互
い
に
プ
ラ
ス
に
な
る
機
会
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
受
け
入
れ
担
当
者
の
「
ユ
ニ
ッ
ト

ケ
ア
に
ゴ
ー
ル
は
無
い
」
と
い
う
言
葉
が

印
象
的
で
し
た
。（
山
）

訪
問
施
設
は
グ
ラ
ン
パ
ラ
ン
い
ま
り（
佐
賀
）

と
い
ず
み
の
園
（
大
分
）
の
２
施
設
。
実
習
生

４
名
と
受
け
入
れ
担
当
者
に
話
を
聞
い
た
。

▼
職
員
全
体
の
気
が
引
き
締
ま
り
ま
し

た
。
実
習
生
か
ら
の
意
見
も
刺
激
に
な
り

ま
す
。

▼
感
染
に
気
を
付
け
て
、
普
段
通
り
行
っ

て
い
ま
す
が
、
自
分
た
ち
が
普
段
通
り
に

や
っ
て
い
る
こ
と
が
実
習
生
か
ら
肯
定
さ

れ
る
と
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
ア
ッ

プ
し
ま
す
。

８
月
１
日
、
推
進
協
は
ユ
ニ
ッ
ト
リ

ー
ダ
ー
研
修
の
講
師
を
養
成
す
る
た
め

の
研
修
を
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
し
、
10
人

が
参
加
し
た
。
講
師
は
推
進
協
の
懸
上

忠
寿
事
務
長
、
尾
島
朱
美
研
修
室
長
、

山
崎
富
美
子
事
務
局
員
が
務
め
た
。

懸
上
事
務
長
は
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
生

ま
れ
て
き
た
背
景
と
特
徴
に
つ
い
て
説

明
し
た
。
ま
た
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
の

介
護
職
に
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
入
居
者
の
生
き
が

い
な
ど
人
間
の
尊
厳
と
誇
り
を
大
事
に

す
る
な
ど
高
い
ス
キ
ル
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
述
べ
た
。

山
崎
事
務
局
員
は
講
師
が
研
修
で
操

作
す
る
P
o
w
e
r
P
o
i
n
t
に
つ

い
て
、
基
本
操
作
や
作
成
方
法
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
作
成
の
コ
ツ
な
ど
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

尾
島
室
長
は
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研

修
の
講
師
と
し
て
の
心
構
え
、
講
師
の

役
割
と
必
要
性
、
研
修
の
組
み
立
て
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
在
り
方
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
な
ど
に
つ
い
て

説
明
。「
準
備
を
怠
ら
な
い
」「
受
講
者

の
立
場
で
考
え
る
」
な
ど
講
師
の
た
め

の
12
の
心
得
も
紹
介
し
た
。

こ
の
研
修
は
４
回
シ
リ
ー
ズ
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
２
回
目
以
降
は
８
月
31

日
（
水
）、
９
月
30
日
（
金
）、
11
月
14

日
（
月
）
に
開
催
予
定
。

個
別
ケ
ア
と
自
立
支
援
、
ケ
ア
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
、
住
ま
い
の
役
割
、
環
境

の
整
備
、
運
営
計
画
書
の
書
き
方
な
ど

が
取
り
上
げ
ら
れ
、
模
擬
授
業
も
実
施

す
る
。

ユ
ニッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
講
師
養
成
研
修
会

８
月
か
ら
計
４
回
開
催　
心
構
え
、
伝
え
る
技
術
学
ぶ

グランパランいまり

いずみの園

グランパランいまり

いずみの園
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実
地
研
修
施
設 

１
施
設
が
合
格

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
推
進
事
業
合
同
会
議

　
尾
島
の
視
点
　

種
を
蒔
き
続
け
た
い

も
し
、
明
日
、
世
の
終
わ
り
が
来
る

と
し
た
ら
、
私
は
種
を
蒔
き
た
い
。
種

は
す
ぐ
に
芽
を
出
す
わ
け
で
も
な
く
、

途
中
で
枯
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
成
長
し
て
花
が
咲
き
、
実
を
結
ぶ

の
は
ず
っ
と
先
の
こ
と
。
私
は
そ
の
花

を
愛
で
る
こ
と
も
、
実
を
食
べ
る
こ
と

も
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
私
は
種
を

蒔
き
た
い
の
で
す
。

私
に
明
日
が
来
な
く
て
も
、
今
日
私

に
で
き
る
こ
と
を
一
生
懸
命
し
た
い
。

な
ぜ
な
ら
、
そ
の
行
為
は
次
の
世
代
、

未
来
の
世
代
に
向
け
て
種
を
蒔
く
こ
と

で
あ
り
、
次
に
繋
げ
る
た
め
に
積
極
的

に
「
生
き
る
」
姿
勢
を
示
す
こ
と
に
な

る
と
思
う
か
ら
で
す
。

宗
教
改
革
者
と
し
て
知
ら
れ
る
マ
ル

テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
（
１
４
８
３
～
１
５

４
６
）
が
言
っ
た
と
さ
れ
る
「
た
と
え

明
日
、
世
の
終
わ
り
が
来
よ
う
と
も
、

今
日
私
は
リ
ン
ゴ
の
木
を
植
え
よ
う
」

と
い
う
言
葉
に
深
い
感
銘
を
受
け
て
以

来
、
私
も
「
種
を
蒔
こ
う
」
と
い
う
思

い
を
胸
に
、
介
護
福
祉
士
養
成
に
携
わ

っ
て
き
ま
し
た
。

次
の
世
代
を
担
う
人
た
ち
に
、
私
が

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
介
護
に
対
す
る

思
い
を
種
に
込
め
、
蒔
き
続
け
た
い
。

ど
の
種
が
い
つ
、ど
こ
で
花
を
咲
か
せ
、

実
を
結
ぶ
の
か
、
誰
に
も
わ
か
り
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
諦
め
ず
に
手
を
休

め
る
こ
と
な
く
、
種
を
蒔
き
続
け
よ
う

と
思
い
ま
す
。

私
に
と
っ
て
「
種
を
蒔
く
」
機
会
は

研
修
で
す
。
研
修
で
出
会
っ
た
受
講
生

の
心
に
種
を
蒔
く
。そ
の
種
が
３
年
後
、

５
年
後
、
10
年
後
に
花
開
く
こ
と
を
願

い
、
信
じ
、
受
講
生
に
思
い
を
馳
せ
な

が
ら
…
。
推
進
協
の
研
修
は
未
来
に
繋

が
る
研
修
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
月
の
注
目
研
修　

次
世
代
の
介
護
福
祉
士
を
養
成
す
る

教
員
や
指
導
者
の
資
格
を
取
得
で
き
る

講
習
会
の
申
し
込
み
受
付
中
で
す
。

●
実
習
指
導
者
講
習
会
（
第
４
回
）

●
実
務
者
研
修
教
員
講
習
会（
第
３
回
）

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
！

�

（
尾
島
朱
美
研
修
室
長
）

７
月
28
日
、
推
進
協
は
２
０
２
２
年

度
第
１
回
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
推
進
事

業
合
同
会
議
を
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
し
、

２
議
案
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
た
。

出
席
者
は
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
の

杉
原
素
子
教
授
、
日
本
社
会
事
業
大
学

の
児
玉
桂
子
名
誉
教
授
、
N
P
O
法
人

メ
イ
ア
イ
ヘ
ル
プ
ユ
ー
の
鳥
海
房
枝
事

務
局
長
、
日
本
看
護
協
会
の
堀
川
尚
子

氏
、
推
進
協
の
赤
枝
眞
紀
子
会
長
ら
。

第
１
号
議
案　
２
０
２
２
年
度
ユ
ニ
ッ

ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
実
地
研
修
施
設
選
定

調
査
合
否
／
マ
モ
リ
エ
あ
い
ら
（
鹿
児

島
）
が
合
格

６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
実
施
し
た

３
施
設
の
実
地
研
修
施
設
選
定
調
査
の

合
否
に
つ
い
て
審
議
し
た
。
審
議
の
結

果
、
鹿
児
島
県
姶
良
市
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
マ
モ
リ
エ
あ
い
ら
（
社
会
福

祉
法
人
ク
オ
ラ
）
が
合
格
、
２
施
設
が

不
合
格
と
な
っ
た
。

鳥
海
委
員
は
「
事
務
局
は
不
合
格
と

な
っ
た
施
設
に
対
し
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
下
が
ら
な
い
よ
う
、
再
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
よ
う
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
ほ
し
い
」
と
意
見
を

述
べ
た
。

研
修
ト
ピ
ッ
ク
ス

８
月
３
日
、
推
進
協
は
ユ
ニ
ッ
ト

型
施
設
看
護
師
研
修
（
1
回
目
）
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
、
約
30
名
が

受
講
し
た
。
講
師
は
看
護
師
資
格
を

持
つ
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
ん

り
」
の
八
尾
英
人
施
設
長
。

こ
の
研
修
で
は
入
居
者
の
重
度
化

に
伴
っ
て
医
療
的
ケ
ア
の
ニ
ー
ズ
が

増
加
す
る
中
で
、
チ
ー
ム
医
療
の
キ

ー
パ
ー
ソ
ン
と
な
る
看
護
師
の
ユ
ニ

ッ
ト
型
施
設
に
お
け
る
役
割
と
看
護

の
あ
り
方
に
つ
い
て
1
回
あ
た
り
90

分
の
内
容
を
3
回
シ
リ
ー
ズ
で
学
ぶ
。

1
回
目
の
講
義
で
は
、
病
院
と
施

看護師向け研修 初開催看護師向け研修 初開催
推進協　令和４年度新規創設

ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
で
の

看
護
職
の
役
割

回 テーマ
第 1 回
8月3日 尊厳を守る入居者本位のケアと多職種協働について

第 2 回
8月10日

施設看護師の役割について①
～生活ニーズを優先した看護展開の実際～

第 3 回
8月17日

施設看護師の役割について②
～身体拘束廃止の取り組みと業務の合理化について～
～看取り介護の実際、その方の人生を生ききる支援について～

設
に
お
け
る
看
護
職
に
求
め
ら
れ
る

役
割
の
違
い
や
、
尊
厳
を
守
り
そ
の

人
ら
し
さ
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要

な
こ
と
、
多
職
種
連
携
の
重
要
性
な

ど
を
説
明
し
た
。

八
尾
施
設
長
は
「
で
き
な
い
理
由

を
述
べ
る
前
に
、
リ
ス
ク
を
最
小
限

に
抑
え
る
方
法
を
探
し
な
が
ら
、
利

用
者
が
望
む
こ
と
を
実
現
で
き
る
よ

う
考
え
て
ほ
し
い
」「
５
つ
の
ポ
イ

ン
ト
（
責
任
、
話
し
合
い
、
目
標
は

同
じ
、対
等
な
立
場
、尊
重
・
敬
意
）

を
守
っ
た
り
、
大
切
に
し
た
り
す
る

こ
と
が
最
終
的
に
利
用
者
の
利
益
に

つ
な
が
る
」
と
語
っ
た
。

ま
た
、
利
用
者
の
健
康
管
理
だ
け

で
な
く
、
施
設
の
感
染
症
ま
ん
延
防

止
や
職
員
の
健
康
管
理
も
、
看
護
職

の
役
割
だ
と
話
し
た
。
モ
ニ
タ
ー
越

し
の
受
講
者
は
講
師
の
話
に
聞
き
入

り
、
時
々
う
な
ず
く
様
子
が
見
ら
れ

た
。
年
度
内
に
同
様
の
看
護
師
向
け

研
修
を
１
回
開
催
す
る
予
定
。

も
ん
に
と
っ
て
は
わ
く
わ
く
す

る
お
祭
り
な
ん
だ
そ
う
。

カ
テ
ゴ
リ
ー
別
評
価
方
針
承
認

第
２
号
議
案　
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
評
価
対

処
方
針
に
つ
い
て

選
定
調
査
結
果
の
総
合
点
が
70
点
以

上
で
合
格
で
あ
っ
た
と
し
て
も
選
定
調

査
の
５
分
野
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
に
見
た

際
に
、
70
％
未
満
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
つ

い
て
は
、
何
ら
か
し
ら
の
対
応
が
必
要

で
は
な
い
か
と
い
っ
た
意
見
が
以
前
の

委
員
会
で
あ
が
っ
た
。
そ
こ
で
、
事
務

局
が
作
成
し
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
評
価
対

処
方
針
案
に
つ

い
て
審
議
し
承

認
さ
れ
た
。
対

処
方
針
は
今
後

の
選
定
調
査
か

ら
適
用
す
る
。

㈱
推
進
協
は
、（
一
社
）
推
進
協
と
連
携

し
て
介
護
施
設
の
人
財
確
保
を
支
援
す
る
た

め
、
介
護
職
を
目
指
す
外
国
人
と
介
護
施
設

を
結
び
つ
け
る
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を

Z
o
o
m
で
開
催
す
る
。
介
護
施
設
で
あ
れ

ば
誰
で
も
参
加
可
能
。

第
一
弾
は
在
留
資
格
特
定
技
能
に
よ
る
ネ

パ
ー
ル
人
と
ス
リ
ラ
ン
カ
人
で
、
両
国
に
パ

イ
プ
を
持
つ
登
録
支
援
機
関
の
合
同
会
社
４

Y
O
U
＆
B
I
N
I
合
同
会
社
（
島
田
洋
代

表
、リ
ン
ブ
・
プ
ラ
モ
ド
共
同
パ
ー
ト
ナ
ー
。

以
下
、合
同
会
社
）
が
抱
え
る
人
財
。
両
国

に
は
2
0
0
人
ほ
ど
の
希
望
者
が
い
る
（
島

田
代
表
）
と
し
て
お
り
、
今
後
、
継
続
的
に

実
施
し
て
い
く
予
定
。

採
用
ま
で
の
流
れ
は
、
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
後
、
施
設
は
採
用
希
望
を
合
同
会
社
に

メ
ー
ル
送
信
。
合
同
会
社
は
希
望
多
数
の
場

合
は
優
先
順
位
を
つ
け
高
い
方
か
ら
順
に
面

接
。
決
定
し
た
段
階
で
面
接
は
終
了
。
合
同

会
社
が
入
国
手
続
き
を
し
て
、
入
国
。
採
用

決
定
か
ら
就
業
ま
で
概
ね
3
カ
月
。
登
録
支

援
機
関
は
入
国
後
の
生
活
支
援
も
実
施
。
詳

細
は
㈱
推
進
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開

中
。

●
P
R
動
画
　
総
務
企
画
広
報
委
員
会
と
連
携

７
月
21
日
、
推
進
協
は
第
２
回
介
護
保
険
委

員
会
を
開
き
、
前
回
の
会
議
で
議
題
と
な
っ
た

ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
の
魅
力
を
発
信
す
る
P
R
動

画
の
作
成
の
詳
細
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
ユ
ニ

ッ
ト
型
施
設
の
メ
リ
ッ
ト
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
だ

け
で
な
く
、
家
族
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
必
要
に
迫
ら
れ
た
と
き
に
、
介
護
施
設
の
特

徴
や
特
養
の
特
例
入
居
の
説
明
な
ど
、
わ
か
り

や
す
い
動
画
が
あ
る
と
良
い
と
い
っ
た
意
見
も

あ
が
っ
た
。
今
後
は
総
務
企
画
広
報
委
員
会
と

連
携
し
、理
事
会
に
上
程
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
●
次
期
改
定
に
向
け
　
各
課
題
の
論
点
整
理
へ

次
期
改
定
に
向
け
、
次
回
の
介
護
保
険
委
員

会
で
は
課
題
を
持
ち
寄
り
、
論
点
整
理
の
上
、

要
望
事
項
を
ま
と
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
次
回

は
８
月
22
日
開
催
予
定
。

出
席
者
は
藤
村
二
朗
介
護
保
険
委
員
長
（
久

住
会
理
事
長
）、
若
月
剛
治
委
員
、
広
嶋
稔
之

委
員
、
上
田
か
な
委
員
、
大
塚
小
百
合
委
員
の

５
名
。 介

護
保
険
委
員
会

カテゴリー 項目数 配点
Ａ 設備面への配慮 8 16
Ｂ 取り組み体制 13 26
Ｃ 個別ケアの実践 17 34
Ｄ 研修設備 4 8
Ｅ 研修受入体制 8 16

計 50 100

カテゴリー評価 対処方針

60% 以上
選定調査員の具体的な指摘に真摯に対応することを求める旨
の文書を合格通知書に添付する。その上で、サイクル的に実
施される概ね３年ごとの更新調査の際、当該カテゴリーにつ
いてその確認を実施するものとする。

60% 未満

実地研修施設を目指す段階で何をすればよいか理解しユニッ
トケアの質向上に取り組んでいること、選定調査員から具体
的な指摘もされることなどから、問題点への対処の方向性は
理解していると思慮されるため、改めて対処の方向性を、施
設の改善方針としてカテゴリー別に文書（様式は任意）により
明確に表明させ、その文書の提出（審査は行わないが調査員
の確認は実施）を持って合格とする取り扱いとする。その上
で、サイクル的に実施される概ね３年ごとの更新調査の際、
当該カテゴリーについてその確認を実施するものとする。

【
選
定
調
査
合
格
基
準
】
調
査
員
２
人

が
現
地
を
訪
れ
、
設
備
面
へ
の
配
慮
、

取
り
組
み
体
制
、
個
別
ケ
ア
の
実
践
、

研
修
設
備
、研
修
受
入
体
制
を
採
点
し
、

１
０
０
点
満
点
の
総
合
点
で
合
否
を
決

定
す
る
。
合
格
に
は
各
調
査
員
の
総
合

点
が
と
も
に
7０
点
以
上
で
あ
る
こ
と
が

必
要
。ま
た
、実
地
研
修
施
設
選
定
委
員

会
で
実
地
研
修
施
設
と
し
て
適
切
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
実
地
研
修
施
設
の
応
募
基
準
】
①
ユ

ニ
ッ
ト
ケ
ア
導
入
後
、
３
年
以
上
経
過

し
た
施
設
。
②
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
施
設
管

理
者
研
修
修
了
者
お
よ
び
ユ
ニ
ッ
ト
リ

ー
ダ
ー
研
修
修
了
者
が
２
名
以
上
勤
務

し
て
い
る
施
設
。
③
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ

ー
研
修
実
地
研
修
施
設
の
選
定
調
査
項

目
の
自
己
評
価
が
７
割
以
上
。

第2回
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佐賀県 特別養護老人ホーム玄海園

～ 地域に根差した温もりのある施設を目指して ～
【
施
設
の
紹
介
】

２
０
０
７
年
、「
玄
海
園
」

は
玄
海
灘
に
面
す
る
国
道

2
0
4
号
線
沿
い
の
丘
の
上
に

開
設
さ
れ
た
。
西
唐
津
駅
か
ら

約
15
キ
ロ
、
車
で
30
分
の
距
離

に
あ
る
。
施
設
か
ら
は
玄
海
原

子
力
発
電
所

が
見
え
る
。

2
0
1
3
年

に
推
進
協
の

ユ
ニ
ッ
ト
リ

ー
ダ
ー
実
地

研
修
施
設
に

な
っ
た
。

〒847-1432　佐賀県東松浦郡玄海町平尾432-８　TEL 0955-51-3600　FAX 0955-51-3601　　URL：https://genkaien.tenjyukai.com/
【特養】定員92人（9ユニット）【ショート】定員8人（1ユニット）

〇
写
真
ス
ポ
ッ
ト
を
作
成

コロ
ナ
で
外
出
す
る
機
会
が
以

前
よ
り
減
っ
た
た
め
、
昨
年
か
ら

四
季
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

写
真
ス
ポ
ッ
ト
を
作
成
。
5
月

の
節
句
の
時
期
に
は
飾
ら
れ
た
鯉

の
ぼ
り
と
兜
を
見
て
、
入
居
者

か
ら
は
「
も
う
そ
ん
な
季
節
に
な

っ
た
ね
ぇ
」「
家
に
も
昔
は
飾
って

あ
っ
た
よ
」

と
昔
を
思

い
出
し
て

懐
か
し
む

声
が
聞
か

れ
た
。

【
施
設
の
取
り
組
み
】

〇
よ
か
ば
っ
会

機
能
訓
練
の
一
環
と
し
て
、

週
に
2
回
、
外
部
講
師
を
招
い

て
体
操
を
行
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ

対
策
の
た
め
、
講
師
は
Z
o
o
m

越
し
で
指
導
を
し
て
い
る
。

※「
よ
か
ば
っ
か
い
」と
は「
い

い
こ
と
ず
く
め
」
と
い
う
意
味

の
方
言
な
ん
だ
そ
う
。

っ
た
観
葉
植
物
な
ど
も
飾
ら
れ

て
い
て
、
一
年
中
花
と
緑
に
あ

ふ
れ
て
い
る
。

〇
花
と
緑
に
囲
ま
れ
た
暮
ら
し

施
設
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
飾

ら
れ
て
い
る
生
け
花
。
華
道
の

先
生
が
毎
週
お
花
ク
ラ
ブ
の
講

師
と
し
て
訪
れ
る
際
に
、
玄
関

や
お
風
呂
場
、
各
ユ
ニ
ッ
ト
の

入
り
口
な
ど
、
20
カ
所
以
上
に

生
け
て
く
れ
る
。
お
花
ク
ラ
ブ

で
生
け
た
花
や
職
員
が
持
ち
寄

１
階
に
は
体
操
教
室
な
ど
を

開
催
す
る
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス

の
ほ
か
、
中
庭
や
売
店
、
仏
間

な
ど
が
あ
る
。
２
階
、
３
階
に

そ
れ
ぞ
れ
5
ユ
ニ
ッ
ト
ず
つ
、

木
の
温
も
り
が
感
じ
ら
れ
る
設

え
の
個
室
と
な
っ
て
い
る
。

【
取
材
後
記
】

実
地
研
修
施
設
に
な
っ
て
10

年
目
を
迎
え
る
玄
海
園
。
日
々

の
積
み
重
ね
の
結
果
な
の
で
し
ょ

う
が
、
成
熟
し
た
落
ち
着
き
と

心
地
よ
さ
が
あ
り
ま
し
た
。、
そ

し
て
、
何
よ
り
職
員
が
「
玄
海

園
が
好
き
」
と
い
う
気
持
ち
が

強
く
伝
わ
って
き
ま
し
た
。

�

（
事
務
局
・
山
崎
）

〇
職
員
手
作
り
の
竹
灯
籠

夏
祭
り
開
催
に
向
け
、
職
員

が
製
作
中
。
竹
を
切
っ
て
、
電

長崎県 特別養護老人ホームプレジールの丘

～ 我が家のような心地よい暮らしを ～
【
施
設
の
紹
介
】

２
０
０
７
年
、「
プ
レ
ジ
ー

ル
の
丘
」
は
長
崎
市
に
開
設
。

長
崎
駅
か
ら
約
4
キ
ロ
、
車
で

10
分
ほ
ど
の
高
台
に
位
置
す
る
。

長
崎
駅
前
か
ら
6
分
間
隔
で
運

行
し
て
い
る
路
面
電
車
に
乗
っ

て
桜
町
で
下
車
し
て
、
徒
歩
6

分
と
ア
ク
セ

ス
も
良
い
。

施
設
か
ら
は

長
崎
港
や
女

神
大
橋
な
ど

を
眺
め
る
こ

と
が
で
き
る
。

2
0
1
4
年

に
は
推
進
協

の
ユ
ニ
ッ
ト

リ
ー
ダ
ー
実

地
研
修
施
設

に
な
っ
た
。

〒850-0024　長崎県長崎市立山２丁目16-5　TEL 095-829-3270　FAX 095-829-0344　　URL：https://www.juyoukai.com/tokubetu/
【特養】定員50人（5ユニット）【ショート】定員10人（1ユニット）【デイ】定員15人

【
上
田
か
な
施
設
長
か
ら
】

「
プ
レ
ジ
ー
ル
」
の
語
源
は

フ
ラ
ン
ス
語
で
「
心
地
よ
い
」

と
い
う
意
味
が
あ
る
そ
う
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
我
が
家
の
よ

う
に
心
地
よ
く
暮
ら
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
職
員
と
と
も
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

【
P
E
A
P
に
基
づ
い
た
空
間

づ
く
り
】

約
8
年
前
か
ら
認
知
症
高
齢

者
へ
の
環
境
支
援
の
た
め
の
指

針
（
P
E
A
P
）
を
学
び
、
高

齢
者
の
暮
ら
し
に
適
し
た
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

入
居
者
一
人
ひ
と
り
に
あ
っ
た

空
間
づ
く
り
を
す
る
こ
と
で
、

落
ち
着
い
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
そ
う
だ
。
職
員
の
取
り
組

み
が
継
続
で
き
る
よ
う
年
に
1

回
、
設
え
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催

し
て
い
る
。

〇
わ
く
わ
く
感
を
演
出

祭
り
の
わ
く
わ
く
感
を
懐
か

し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
施
設
の

玄
関
の
天
井
に
は
「
長
崎
く
ん

ち
」
の
手
ぬ
ぐ
い
を
飾
り
付
け

て
い
る
。

長
崎
く
ん
ち
…
10
月
7
～
9

日
の
3
日

間
、
長
崎

市
内
で
開

催
さ
れ
る

お
祭
り
。

市
内
は
く

ん
ち
一

色
、
長
崎

【
取
材
後
記
】

施
設
内
の
見
学
中
、
メ
ギ
ー

ち
ゃ
ん
が
先
頭
に
立
っ
て
案
内

し
て
く
れ
ま
し
た
。
人
も
動
物

も
自
由
に
穏
や
か
に
暮
ら
し
て

い
る
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

�

（
事
務
局
・
山
崎
）

〇
好
き
な
空
間
で
過
ご
す

日
中
は
セ
ミ
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス

ペ
ー
ス
で
外
を
眺
め
て
過
ご
す

人
、
電
子
オ
ル
ガ
ン
を
弾
い
て

過
ご
す
人
、
リ
ビ
ン
グ
で
テ
レ

ビ
を
見
て
過
ご
す
人
、
そ
れ
ぞ

れ
自
分
の
好
き
な
空
間
で
自
分

の
ペ
ー
ス
で
過
ご
し
て
い
る
。

落
ち
着
い
て
過
ご
せ
る
よ
う
、

必
要
と
さ
れ
る
場
所
に
ソ
フ
ァ

や
椅
子
、
テ
ー
ブ
ル
、
テ
レ
ビ

が
置
か
れ
、
人
の
視
線
が
気
に

な
ら
な
い

よ
う
家
具

な
ど
で
仕

切
ら
れ
て

い
る
。

【
黒
木
和
美
施
設
長
か
ら
】

こ
れ
か
ら
も
職
員
と
共
に

「
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
で
家
庭
の
よ

う
に
、
家
族
の
よ
う
に
」
を
モ

ッ
ト
ー
に
、
人
と
人
の
繋
が
り

の
な
か
で
、
地
域
に
根
ざ
し
た

温
も
り
の
あ
る
施
設
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

【
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
】

上
田
施
設
長
は
自
宅
で
飼
っ

て
い
る
フ
ク
ロ
モ
モ
ン
ガ
の
レ

ノ
ン
ち
ゃ
ん
と
ミ
ヤ
ち
ゃ
ん
、

マ
イ
ク
ロ
ピ
ッ
グ
の
ギ
ャ
ビ
ー

ち
ゃ
ん
、
訓
練
犬
の
ラ
ブ
ラ
ド

ー
ル
・
レ
ト
リ
ー
バ
ー
の
メ
ギ

ー
ち
ゃ
ん
を
連
れ
て
出
勤
し
て

い
る
。
動
物
た
ち
は
施
設
の
人

気
者
、
入
居
者
の
癒
し
に
な
っ

て
い
る
。
メ
ギ
ー
ち
ゃ
ん
は
施

設
を
我
が
家
の
よ
う
に
自
由
に

行
き
来
し
て
過
ご
し
て
い
る
。

マ
イ
ク
ロ
ピ
ッ
グ
を
長
崎
で
1

番
最
初
に
飼
い
始
め
た
こ
と
が

話
題
と
な
っ
て
ギ
ャ
ビ
ー
ち
ゃ

ん
に
は
長
崎
国
際
テ
レ
ビ
の
情

報
番
組
「
あ

さ
じ
げ
Z
」

か
ら
取
材
が

来
た
そ
う
だ
。

社会福祉法人
樹陽会

社会福祉法人
天寿会

〇
ユ
ニ
ッ
ト
の
玄
関

施
設
開
設
時
は
ユ
ニ
ッ
ト
の

入
口
に
扉
を
設
置
す
る
必
要
が

な
か
っ
た
そ
う
で
、
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
を
含
め
た
６
つ
の
ユ
ニ

ッ
ト
の
入
り
口
に
は
ユ
ニ
ッ
ト

の
区
切
り
が
わ
か
る
よ
う
に
、

各
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
の
創
意

工
夫
で
玄
関
を
設
え
て
い
る
。

も
ん
に
と
っ
て
は
わ
く
わ
く
す

る
お
祭
り
な
ん
だ
そ
う
。

動
ド
リ
ル
で
穴
を
開
け
、
皮
を

削
って
ニ
ス
を
塗
り
、
明
か
り
を

灯
し
て
完
成
。
コ
ロ
ナ
で
開
催

延
期
と
な
っ
た
の
で
、
お
目
見

え
は
少
し
先
に
な
り
ま
し
た
。
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介
護
ニ
ュ
ー
ス・
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
６
月
25
日
〜

７
月
25
日

■
厚
労
省
事
務
次
官
に
大
島
氏
（
６
月

28
日
）

厚
労
省
事
務
次
官
に
大
島
一
博
・
政

策
統
括
官
が
昇
格
。
政
策
統
括
官
の
前

は
老
健
局
長
を
務
め
、
介
護
行
政
の
経

験
も
長
い
。

■
推
進
協
　
定
時
社
員
総
会
を
開
催

（
６
月
29
日
）

推
進
協
は
、
第
17
回
の
社
員
総
会
を

オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
で
開
催
。
21
年
度
決

算
や
事
業
報
告
、
役
員
人
事
に
つ
い
て

審
議
し
た
。

■
日
慢
協
　
武
久
会
長
（
推
進
協
徳
島

支
部
長
）
勇
退
、
名
誉
会
長
へ
。
安
藤

高
夫
氏
（
推
進
協
理
事
）
は
副
会
長
就

任
（
６
月
３0
日
）

日
本
慢
性
期
医
療
協
会
は
30
日
、
通

常
総
会
を
開
き
、
新
会
長
に
橋
本
康
子

副
会
長
（
橋
本
病
院
）
を
選
出
。
副
会

長
に
推
進
協
理
事
で
も
あ
る
安
藤
高
夫

氏
（
永
生
病
院
）
が
就
任
し
た
。

■
推
進
協
　
介
護
保
険
委
員
会
開
催

（
７
月
１
日
）

令
和
６
年
４
月
の
報
酬
改
定
に
向

け
、
介
護
保
険
委
員
会
で
も
議
論
。
ユ

ニ
ッ
ト
型
施
設
の
特
長
や
良
さ
を
分
か

っ
て
も
ら
う
取
り
組
み
が
必
要
と
の
認

識
で
一
致
。
動
画
の
公
開
を
検
討
へ
。

■
厚
労
省
、
介
護
キ
ャ
リ
ア
段
位
制
度

の
活
用
呼
び
か
け
（
７
月
４
日
）

「
介
護
キ
ャ
リ
ア
段
位
制
度
」
は
、

我
が
国
で
唯
一
の
「
介
護
技
術
評
価
基

準
」
に
基
づ
き
、
評
価
者
（
ア
セ
ッ
サ

ー
）
が
、
介
護
職
員
の
実
践
的
な
職
業

能
力
の
評
価
を
行
い
、
そ
の
評
価
結
果

に
基
づ
い
て
介
護
技
術
の
標
準
化
を
進

め
る
も
の
。

■
介
護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
活
用
で
効
果
測

定
（
７
月
５
日
）

厚
労
省
は
介
護
給
付
費
分
科
会
で
、

今
年
度
実
施
す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
活
用

等
に
よ
る
生
産
性
向
上
の
取
り
組
み
に

関
す
る
効
果
測
定
事
業
を
説
明
▽
見
守

り
機
器
を
活
用
し
た
夜
間
見
守
り
▽
介

護
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
▽
介
護
助
手
の
活

用
▽
介
護
事
業
者
な
ど
か
ら
の
提
案
手

法
の
４
テ
ー
マ
で
実
施
。

■
福
祉
医
療
機
構
調
査
　
物
価
高
騰
、

特
養
の
９
割
が
「
影
響
あ
り
」（
７
月

６
日
）

コ
ロ
ナ
患
者
の
受
け
入
れ
経
験
の
あ

る
施
設
は
約
２
割
、
そ
の
う
ち
補
助
金

の
需
給
施
設
は
、
約
６
割
に
留
ま
る
。

い
ず
れ
も
本
年
６
月
の
調
査
。

■
厚
労
省
　
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
の

概
要
発
表
（
７
月
８
日
）

第
35
回
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
の
実

施
が
官
報
で
公
告
さ
れ
た
。
筆
記
試
験

は
令
和
５
年
１
月
29
日
（
日
）、
実
技

試
験
は
同
年
３
月
５
日
（
日
）。
受
付

は
９
月
９
日
（
金
）
ま
で
。

■
参
議
院
選
挙
　
自
民
党
自
見
は
な
こ

氏
が
再
選
（
７
月
10
日
）

自
見
氏
の
得
票
数（
21
万
３
千
票
超
）

は
一
期
目
を
上
回
る
。
自
見
氏
は
推
進

協
の
推
薦
候
補
。

■
介
護
施
設
の
全
職
員
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
４
回
目
接
種
へ
（
７
月
1４
日
）

岸
田
首
相
は
記
者
会
見
で
、
重
症
化

リ
ス
ク
の
あ
る
高
齢
者
を
守
る
こ
と
が

重
要
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
の
４
回
目
の
接
種
対
象
を
介

護
施
設
の
全
て
の
職
員
に
拡
大
す
る
方

針
を
表
明
。

■
厚
労
省
、
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
の

臨
時
調
査
へ
（
７
月
1４
日
）

厚
労
省
は
今
年
度
、
介
護
職
員
の
処

遇
改
善
の
進
捗
状
況
を
把
握
す
る
た
め

の
臨
時
調
査
を
実
施
す
る
。
結
果
の
公

表
は
来
年
４
月
頃
。

■
厚
労
省
　
介
護
施
設
の
集
中
検
査
を

全
都
道
府
県
に
要
請
（
７
月
1５
日
）

B
A
・
5
系
統
へ
の
置
き
換
わ
り
を

見
据
え
た
感
染
拡
大
へ
の
対
応
が
目

的
。
特
に
重
症
化
リ
ス
ク
の
観
点
か
ら

入
所
系
の
高
齢
者
施
設
等
は
集
中
検
査

を
要
請
し
た
。

■
行
政
へ
の
要
望
随
時
提
出
窓
口
を
設

置
へ
（
７
月
21
日
）

厚
労
省
は
介
護
保
険
部
会
の
専
門
委

員
会
で
介
護
分
野
の
行
政
手
続
に
関
す

る
簡
素
化
、
利
便
性
向
上
に
係
る
要
望

を
随
時
に
提
出
で
き
る
受
付
フ
ォ
ー
ム

の
設
置
及
び
、
介
護
事
業
の
オ
ン
ラ
イ

ズ
バ
リ
回
答
！
人
事
・
労
務
の
お
悩
み

　
試
用
期
間
中
の
職
員
の
休
職

推
進
協
監
事
・
特
定

社
会
保
険
労
務
士

�

　
栗
田
淳
二

【
今
月
の
相
談
内
容
】

試
用
期
間
が
3
カ
月
の
職
員
が
、

1
カ
月
ほ
ど
で
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不

調
と
な
っ
て
し
ま
い
、
約
１
カ
月
欠

勤
し
て
い
ま
す
。
当
法
人
に
は
、
私

傷
病
（
※
）
に
よ
る
欠
勤
が
1
カ
月

を
超
え
た
場
合
に
休
職
と
す
る
規
定

が
あ
り
ま
す
が
、
試
用
期
間
中
の
職

員
に
も
適
用
し
な
い
と
い
け
な
い
で

し
ょ
う
か
。

※
労
働
者
の
業
務
外
で
の
ケ
ガ
や
病

気
に
よ
る
休
職
の
こ
と

【
回
答
】

休
職
の
適
用
等
に
つ
い
て
試
用
期

間
中
か
ど
う
か
や
勤
続
期
間
に
よ
っ

て
差
を
設
け
る
こ
と
は
問
題
な
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
ご
相
談
の
よ
う
に

就
業
規
則
等
に
試
用
期
間
中
の
職
員

に
つ
い
て
は
休
職
の
適
用
は
し
な
い

と
い
う
定
め
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、

休
職
を
取
ら
せ
な
く
て
も
問
題
な
い

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
勤
続
年
数

が
一
定
期
間
に
満
た
な
い
場
合
は
、

休
職
を
与
え
な
い
と
す
る
定
め
が
あ

る
場
合
も
同
様
で
す
。

一
方
、
試
用
期
間
中
の
職
員
を
除

外
す
る
規
定
が
就
業
規
則
に
な
い
場

合
、
裁
判
例
等
が
な
い
の
で
明
確
な

こ
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
試
用
期
間

中
の
職
員
で
あ
っ
て
も
休
職
を
与
え

ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
状
況
を
理
由
に
解

雇
す
る
こ
と
は
基
本
的
に
認
め
ら
れ

ま
せ
ん
、
解
雇
は
「
社
会
通
念
上
相

当
な
理
由
」
が
な
け
れ
ば
行
え
ま
せ

ん
。
よ
っ
て
、
就
業
規
則
に
休
職
期

間
の
上
限
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
る

場
合
で
、か
つ
、こ
の
期
間
満
了
後
、

復
職
で
き
な
い
場
合
の
取
り
扱
い
が

さ
ら
に
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

詳
し
く
は 

社
会
保
険
労
務
士
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

入
会
施
設
の
ご
紹
介

事
務
局
か
ら

先
月
、
九
州
の
実
地
研
修
施
設
を
5

施
設
訪
問
し
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
普
段
以
上
に
大
変
な
状
況
の
は
ず
な

の
に
、
ど
の
施
設
も
ゆ
っ
た
り
と
時
間

が
流
れ
、
入
居
者
の
視
点
に
立
っ
た
ケ

ア
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
実
地
研

修
施
設
を
目
指
す
施
設
が
増
え
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。�

（
山
）

賛
助
会
員
の
ご
紹
介

７
月
に
ご
入
会
い
た
だ
い
た
企
業
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

●
株
式
会
社
小
山
商
会
仙
台
支
店

仙
台
市
若
林
区
卸
町
東
1
丁
目
8
番
23

●
株
式
会
社
バ
イ
オ
シ
ル
バ
ー

横
浜
市
港
北
区
新
横
浜
2
-14
-4

【
賛
助
会
員
数
】
18
事
業
所

�

（
令
和
4
年
8
月
4
日
現
在
）

【
青
森
】

（
特
養
）
こ
と
ぶ
き
苑

（
福
）
叶
福
祉
会

理
事
長　
花
田
昭
一

施
設
長　
花
田
洋
三
郎

五
所
川
原
市
金
木
町

　
喜
良
市
桔
梗
野
20
-9

【
宮
城
】

（
特
養
）
泉
ふ
る
さ
と
村

（
福
）
大
石
ヶ
原
会

理
事
長　
千
田
勝
見

施
設
長　
佐
々
木
理
大

仙
台
市
泉
区
松
森
字
岡
本
前
27

【
長
野
】

（
老
健
）
イ
ン
タ
ー
コ
ー
ト
藤

（
福
）
百
藤
会

理
事
長　
北
澤
邦
彦

施
設
長　
北
澤
邦
彦

長
野
市
青
木
島
町
綱
島
7
8
2
-6

【
神
奈
川
】

（
特
養
）
横
濱
か
な
ざ
わ
翔
裕
園

（
福
）
長
寿
村

理
事
長　
神
成
裕
介

ン
申
請
の
導
入
を
提
案
。
規
制
改
革
実

行
計
画
を
受
け
て
の
対
応
。（
注
）参
照
。

■
推
進
協
　
介
護
保
険
委
員
会
開
催

（
７
月
21
日
）

ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
の
特
長
や
良
さ
を

分
か
っ
て
も
ら
う
動
画
を
総
務
企
画
広

報
委
員
会
と
共
同
し
て
作
成
し
て
い
く

方
針
を
決
定
。併
せ
て
、次
回
は
要
望
事

項
の
項
目
立
て
を
検
討
す
る
こ
と
に
。

■
介
護
職
員
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
４
回
目

接
種
対
象
に
拡
大
（
７
月
22
日
）

厚
労
省
の
厚
生
科
学
審
議
会
・
予
防

接
種
・
ワ
ク
チ
ン
分
科
会
決
定
。
厚
労

省
は
こ
の
背
景
と
し
て
、
２
０
２
２
年

７
月
初
め
頃
か
ら
、
新
規
感
染
者
が
急

速
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
、
４
回
目
接

種
を
開
始
し
て
以
来
、
新
た
に
W
H
O

か
ら
医
療
・
介
護
従
事
者
へ
の
４
回
目

接
種
の
利
点
に
関
す
る
見
解
が
示
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
挙
げ
た
。

■
厚
労
省
　
コ
ロ
ナ
施
設
内
療
養
期
間

を
９
月
末
ま
で
延
長
（
７
月
2５
日
）

病
床
ひ
っ
迫
に
よ
る
コ
ロ
ナ
感
染
者
の

高
齢
者
施
設
等
に
お
け
る
施
設
内
療
養

期
間
を
７
月
末
か
ら
９
月
末
ま
で
延
長
。

■
厚
労
省
　
介
護
保
険
部
会
で
介
護
人

材
の
確
保
、
介
護
現
場
の
生
産
性
向
上

を
議
論
（
７
月
2５
日
）

施
設
や
在
宅
に
お
け
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
の
活
用
の
推
進
、
介
護
現
場
の
タ
ス

ク
シ
ェ
ア
・
タ
ス
ク
シ
フ
テ
ィ
ン
グ
、

経
営
の
大
規
模
化
・
協
働
化
、
文
書
負

担
の
軽
減
等
を
議
論
。
い
ず
れ
も
介
護

保
険
の
制
度
改
正
に
繋
が
る
テ
ー
マ
。

前
回
改
定
時
の
宿
題
や
規
制
改
革
実
行

計
画
等
を
受
け
た
も
の
。

（
注
）
厚
労
省
は
、
要
望
を
随
時
に

提
供
で
き
る
受
付
フ
ォ
ー
ム
を
活
用

し
、要
望
の
内
容
に
応
じ
て
、専
門
委

員
会
で
検
討
を
行
い
、
併
せ
て
地
方

公
共
団
体
に
対
す
る
要
望
に
つ
い
て

は
、
必
要
に
応
じ
て
当
該
地
方
公
共

団
体
に
対
す
る
助
言
等
を
行
う
と
し

て
い
る
。

こ
れ
ま
で
要
望
を
シ
ス
テ
マ
チ
ッ

ク
に
受
付
け
る
仕
組
み
は
無
か
っ

た
。
こ
の
制
度
で
は
、
国
か
自
治
体

に
対
し
、
様
式
・
添
付
書
類
、
シ
ス

テ
ム
、
提
出
方
法
、
法
令
条
例
、
そ

の
他
に
つ
い
て
要
望
で
き
る
内
容
と

な
っ
て
い
る
。

施
設
長　
枦
山
宏
二

横
浜
市
金
沢
区
町
屋
町
1
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【
会
員
施
設
数
】
3
9
2
施
設

�

（
令
和
4
年
8
月
4
日
現
在
）

日程 テーマ 内容（発表施設）

9/20（火）

介護分野

・みんなで創る夏祭り（ローズガーデン条南苑）
・最期までその人らしく～多職種が思いを汲み取る看取りケア～①
（岐南仙寿うれし野）

9/27（火）
・最期までその人らしく～多職種が思いを汲み取る看取りケア～②
（岐南仙寿うれし野）
【特別講演】看取り介護　推進協・尾島朱美研修室長

10/18
（火）

生活支援
分野

・スタッフのパワーアップを目指して（ローズガーデン条南苑）
・アニマルセラピー（慈眼寺園）

10/25
（火）

安全対策
分野

・服薬マニュアルの見える化（ハートステージ鳳）
【特別講演】リスクマネジメント　推進協・尾島朱美研修室長

11/15
（火） 栄養・

口腔分野

・食べない・どうする？（壱ノ町）
・「チョコレートが食べたい」最期までお口からの試み（せんねん
村矢曽根）

11/22
（火）

・厨房 直営化の取り組み（共生の里）
・職員の健康増進へ向けた取り組み（梅光園）

ユニットケアワンポイントセミナー 再開
友共事業事例発表会（オンライン開催）
推進協は昨年３月から休止していた「ユニットケアワンポイントセミ

ナー」を９月から再開します。今年度は友共事業として会員施設に参加を
呼びかけ、専門職の事例研究を発表していただくことになりました。テー
マは、介護分野、生活支援分野、安全対策分野、栄養・口腔分野の４つ。
会員、非会員ともに参加費は無料です。お申し込みをお待ちしております。

参加無料

お申し込みはWeb（suishinkyo.net）で 推進協
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